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医師 3名、放射線技師４名で、画像診断全般、IVR、放射線治療を担当し、2009 年 2

月より放射線科を標榜し診療に当たっている。2009 年 4 月より CT,MRI,血管造影装置

の画像診断機器及び放射線治療装置（リニアック）一新し、PACS を導入し、現在順調

に稼働中である。 

研究では、非びらん性胃食道逆流症に対する分光推定処理を用いた簡便な客観的診

断方法に関する研究および血管内皮細胞を標的とした放射線増感剤としてのL-アルギ

ニンの至適投与法の研究を行っている。 

 人事異動については以下の通りである。 

2010 年 6 月に吉留郷志(放射線技師)が赴任した。 

 

内視鏡検査によって得られる通常画像は広い範囲の波長からなるものである。一方,

分光推定処理を施すことにより,任意の関心波長の組み合わせからなる様々な擬似カ

ラー表示の画像を得ることが可能で、関心領域の色調変化などを強調することが可能

である.本研究はこの技術を非びらん性胃食道逆流症（以下,NERD）に応用した。これ

までの研究により、分光演算を施した特定の擬似カラー表示の強調画像における食道

胃接合部の色調変化の診断が、通常画像よりも有意に客観的かつ高精度に診断できる

可能性が示唆された。今後はさらに治療効果を含めたNERDの内視鏡診断基準の改善が

期待できるものと考えている. 

 

本研究の一部は科学研究費補助金 若手研究(B)として実施された。 

これまで in vitro および in vivo 研究 HepG2 細胞に対する放射線照射で、一酸化窒

素（NO）の基質である L-アルギニンは、放射線増感作用があることが確認され、その

投与法は、高濃度 L-アルギニンの経口投与が、効果的あることが確認され、研究成果

を 2010 年北米放射線学会において発表した。現在、L-アルギニンの更なる効果的放射

線増感作用を目指して、京都大学再生医科学研究所田畑研究室との共同研究で、ドラ

ッグデリバリーシステム（DDS）を利用した至適投与法の研究を進行中である。（文責 

平川 雅和） 
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高齢化に伴い日本人の 1 千万以上の人が骨粗鬆症で、骨粗鬆症により椎体（背骨）

の変形つまり亀背、側弯、身長の短縮や椎体の圧迫骨折が生じる。圧迫骨折を有する

患者さんの約 30% - 40%の方は激痛で苦しみ、長期臥床と鎮痛剤投与を余儀なくされ、

痛みが緩和しても、歩行困難，起立困難、ADL(activity of daily life) や QOL(quality 

of life)の低下が問題となる。経皮的椎体形成術（Percutaneous vertebroplasty）は、

局所麻酔で皮膚から椎体に針を刺し、骨セメント polymethylmethacrylate(PMMA)を注

入し、椎体を内部から固定し、除痛と QOL を向上する治療方法である。手術療法とは

侵襲性の点で、薬物療法とは確実性と持続性の点で経皮的椎体形成術は優れていると

考えられる。本研究は、聖路加国際病院との共同研究で、骨粗鬆症性圧迫骨折に対す

る経皮的椎体形成術後の除痛に関与する予後予測因子を、術前画像中心に

Retrospective に検討し、予後予測因子を明らかにすることで、適正な適応判断・患

者選択を目的とした研究である。画像解析は、ほぼ終了し、統計学的解析中である。 
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 本研究は,厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総合戦略研究事業）「がんの診

療科データベースと Japanese National Cancer Database(JNCDB)の構築と運用」の分

担研究「前立腺癌 JNCDB (Japanese National Caner Database)に関する研究」として

実施された. 

 前年度に作成した前立腺癌 JNCDB には、検査、各治療法、予後などについての詳細

な２００項目を含んでいる。これらの項目を重要度によって三段階に分けた。最も重

要な項目のみを入力する場合には、短時間（10-20 分）程度で入力が完了するように

調整を行った。現在、この検討結果をもとに、前立腺癌 JNCDB を改変中である。また、

全国の施設で利用できる放射線治療基本データベースを作成中である。JNCDB は,治療

の質の均てん化のために,非常に重要な情報を与えることができると考えられる. 
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 本研究は,厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）「放射線治療期間の短縮

による治療法の有効性と安全性に関する研究」の分担研究として実施された. 

 前立腺癌の放射線治療の照射技術のひとつとして,強度変調放射線治療,画像誘導放

射線治療などの新しい方法が開発され,有害事象を抑えた治療が可能となっている.し

かし,通常の外照射では,治療期間が 2 ヶ月以上必要で,これらの新しい技術を使った

短期照射への期待が高まっている.本研究の目的は,画像誘導技術を用いた前立腺癌の
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強度変調放射線治療による寡分割照射（短期照射）の臨床試験を実現することである. 

 まず, 本邦での前立腺癌の放射線治療における画像誘導放射線治療（IGRT）等の利

用状況のアンケート調査の結果を解析した。平成 22 年 2 月に全国主要 139 施設にアン

ケートを送付、117 施設（84.2%）より、回答を得た。IMRT 実施は 67 施設（57％）、IGRT

実施は 71 施設（61％）であった。治療計画は、91％が仰臥位、66％が蓄尿の状態で行

われ、88％で何らかの固定具が用いられていた。93％が週５回法で、一回線量が２Gy

より多い施設は 14 施設のみであった。線量の中央値は、3DCRT で 70Gy、IMRT で 76Gy

であった。IGRT は、47％が骨合わせ、40％が前立腺合わせ、13％が金属マーカー合わ

せで行われていた。 

 現在、IGRT, IMRT を用いた前立腺癌寡分割照射（一回 2.5Gy x 28 回）のプロトコ

ールを作成中である。 

 

 画像誘導放射線治療の普及により,骨格または腫瘍の位置を把握し,皮膚マークにと

らわれない位置合わせが可能となっている.しかし,高精度放射線治療の普及により治

療時間は増大するにもかかわらず,治療中の患者の体動を抑制し,固定精度を向上させ

る有効な方法はなかった.そこで,十分な強度および X 線低吸収性を有した

triple-wall corrugated fiberboard を天板として使用し,患者の体動を有効に抑制で

きる固定法（fiberboard body fixation system）を開発した.本法は,fiberboard を

用いた天板,吸引式固定バッグ,熱可塑性プレートを用いる.患者を天板に載せ,吸引式

固定バッグで固定した後,熱可塑性プレートで患者を圧迫固定する.本固定具の利点と

して,治療中の患者の体動を最小に抑えることができること,呼吸による胸郭・上腹部

の動きを抑制できること,安価,軽量であること,放射線の吸収が少ないことなどがあ

げられる. 

 本固定具は,九州大学知的財産本部を通して,平成 21 年 12 月に特許出願（特願

2009-276187,発明の名称：体部用固定具）し,すでに薬事承認を経て,全国に販売を開

始した. また、腕台、踵台などの改良をおこなった。 

 

 われわれは,以前より,九大本院放射線科,福岡大学病院放射線科と共同し,体幹部定

位放射線治療法の開発を進めてきた.まず,フルカーボン天板を使用し,患者を効率的

に固定できるsn式体幹部固定具を開発した.本固定具は平成19年に九州大学知的財産

本部を通して知財化し,すでに全国約 100 施設（全国の放射線治療施設の約 7 分の１）

に導入されている. 

 また,肺腫瘍は呼吸とともに動くため,何らかの呼吸同期照射法が必要となる.われ

われは,36 万画素 CCD カメラ,情報処理用 PC,操作者用モニタ,患者用モニタよりなる,

息止め法（breath holding technique）による放射線治療を支援する呼吸同期照射シ

ステムを開発した.（本システムも九州大学知的財産本部を通して既に知財化し,全国

約 10 施設に導入されている.）これらの方法を用いて,当院にて体幹部定位放射線治療

を開始した。現在、重篤な有害事象もなく、治療完遂できている。今後、治療成績等

を解析する予定である。 
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 画像誘導放射線治療の普及に伴い,治療毎の位置誤差/臓器移動(interfraction 

motion)が補正可能となり,治療中の位置誤差/臓器移動（intrafraction motion）をい

かに解決するかが重要となっている.われわれは,cineMRIを用いて,患者固定がどのよ

うに前立腺の intracraction motion に影響を与えるかについて解析を行った.男性正

常ボランティア 5名を,排尿後 2-3 時間後に,Siemens 社 MAGNETOME ESSENZA 1.5T に

て true FISP 法にて,前立腺矢状断の cineMRI を撮像した.1 秒間隔にて計 2 分間撮像

し,前立腺およびその周囲臓器の動きを観察した.結果として,前立腺,精嚢の呼吸性移

動を含むintracraction motionは,腹臥位のほうが,仰臥位よりも大きく,特に,精嚢の

先端の呼吸性移動は,腹臥位にて顕著であることが判明した.現在,さらにベリーボー

ド（腹臥位用固定具）が前立腺の呼吸性移動に与える影響等について研究を進めてい

る.  
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 当院では平成 21 年度の機器更新により強度変調放射線治療が可能なリニアックが

導入された.平成 22 年 3 月より前立腺癌に対して強度変調放射線治療による治療を開

始した（東九州エリアでは初めての治療開始となる）.今後、治療成績等を解析してい

く予定である. 
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triple-wall corrugated fiberboard を天板として使用し,患者の体動を有効に抑制で

きる固定法（fiberboard body fixation system）を開発した.本法は,fiberboard を

用いた天板,吸引式固定バッグ,熱可塑性プレートを用いる.患者を天板に載せ,吸引式

固定バッグで固定した後,熱可塑性プレートで患者を圧迫固定する.本固定具の利点と

して,治療中の患者の体動を最小に抑えることができること,呼吸による胸郭・上腹部

の動きを抑制できること,安価,軽量であること,放射線の吸収が少ないことなどがあ

げられる. 

 本固定具は,九州大学知的財産本部を通して,平成 21 年 12 月に特許出願（特願

2009-276187,発明の名称：体部用固定具）し,すでに薬事承認を経て,全国に販売を開

始した. また、腕台、踵台などの改良をおこなった。 

 

 われわれは,以前より,九大本院放射線科,福岡大学病院放射線科と共同し,体幹部定

位放射線治療法の開発を進めてきた.まず,フルカーボン天板を使用し,患者を効率的

に固定できるsn式体幹部固定具を開発した.本固定具は平成19年に九州大学知的財産

本部を通して知財化し,すでに全国約 100 施設（全国の放射線治療施設の約 7 分の１）

に導入されている. 

 また,肺腫瘍は呼吸とともに動くため,何らかの呼吸同期照射法が必要となる.われ

われは,36 万画素 CCD カメラ,情報処理用 PC,操作者用モニタ,患者用モニタよりなる,

息止め法（breath holding technique）による放射線治療を支援する呼吸同期照射シ

ステムを開発した.（本システムも九州大学知的財産本部を通して既に知財化し,全国

約 10 施設に導入されている.）これらの方法を用いて,当院にて体幹部定位放射線治療

を開始した。現在、重篤な有害事象もなく、治療完遂できている。今後、治療成績等

を解析する予定である。 
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 画像誘導放射線治療の普及に伴い,治療毎の位置誤差/臓器移動(interfraction 

motion)が補正可能となり,治療中の位置誤差/臓器移動（intrafraction motion）をい

かに解決するかが重要となっている.われわれは,cineMRIを用いて,患者固定がどのよ

うに前立腺の intracraction motion に影響を与えるかについて解析を行った.男性正

常ボランティア 5名を,排尿後 2-3 時間後に,Siemens 社 MAGNETOME ESSENZA 1.5T に

て true FISP 法にて,前立腺矢状断の cineMRI を撮像した.1 秒間隔にて計 2 分間撮像

し,前立腺およびその周囲臓器の動きを観察した.結果として,前立腺,精嚢の呼吸性移

動を含むintracraction motionは,腹臥位のほうが,仰臥位よりも大きく,特に,精嚢の

先端の呼吸性移動は,腹臥位にて顕著であることが判明した.現在,さらにベリーボー

ド（腹臥位用固定具）が前立腺の呼吸性移動に与える影響等について研究を進めてい

る.  
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 当院では平成 21 年度の機器更新により強度変調放射線治療が可能なリニアックが

導入された.平成 22 年 3 月より前立腺癌に対して強度変調放射線治療による治療を開

始した（東九州エリアでは初めての治療開始となる）.今後、治療成績等を解析してい

く予定である. 
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Diagnostic Laboratories 
 

 平成 22 年（2010 年）4 月本多智賀の本院赴任にともない宇藤満昭が臨床検査技師と

して着任した。 

 当検査室は、病院の効率的経営に寄与するとともに、先進的検査法を開発できるよう

な組織に変貌することが求められている。経営効率の観点からは、非効率的検査項目の

外部委託への移行や試薬等の適正納入による経費節減に努めている。また、検査医学の

専門職として Nutritional support team や Infection control team の一員としての活

動も今後さらに発展させたい。 

 

���� 

 

���� 

1. Cytoplasmic and stromal expression of laminin γ 2 chain correlates with infiltrative invasion in 

ovarian mucinous neoplasms of gastro-intestinal type. 

Okuma E, Ohishi Y, Oda Y, Aishima S, Kurihara S, Nishimura I, Yasunaga M, Kobayashi H, Wake 

N, Tsuneyoshi M. 

Oncol Rep. 2010 Dec;24(6):1569-76. 

2. Expression and localization of E-cadherin and β-catenin in uterine carcinosarcoma. 

Nishimura I, Ohishi Y, Oda Y, Kishimoto J, Yasunaga M, Okuma E, Kobayashi H, Wake N, 

Tsuneyoshi M. 

Virchows Arch. 2011 Jan;458(1):85-94.  

3. Nuclear localization of E-cadherin but not beta-catenin in human ovarian granulosa cell tumours and 

normal ovarian follicles and ovarian stroma. 

Ohishi Y, Oda Y, Kurihara S, Kaku T, Kobayashi H, Wake N, Tsuneyoshi M. 

Histopathology, in press 

 

�� 

1. 大石 善丈. 2010 

病理形態学キーワード 腹膜インプラント  

病理と臨床 臨時創刊号, 28, 260-261 

 

���� 

1. 大石 善丈 (2010, 11/6-7) 
Case J5 Uterine tumor 

第 3 回日台 IAP スライドカンファレンス 

������������������ 

Rehabilitation of Chronic Diseases 
 

職員は、部長牧野直樹（兼任）、新助教に小柳雅孔，副技師長西山保弘、理学療法士

工藤義弘、理学療法士矢守とも子、作業療法士中園貴志、マッサージ師岡田玉樹であ

る。 

平成 23 年 4 月より理学療法士・有期契約職員岩松尚美、理学療法士・有期契約職員

江崎智哉の 2 名が新採用され、看護室より技能補佐員加藤みさ子が配置され計 10 名で

構成される。 

診療実績（1 月～12 月で計算している）については、平成 22 年の理学療法が 13675

件、作業療法が 2915 件、合計 16590 件の利用があった。平成 21 年の理学療法が 12376

件、作業療法が 2589 件、合計 14965 件の利用があった。 

年間総件数の推移は、平成 17 年 12947 件、平成 18 年 15774 件、平成 19 年 15485 件、

平成 20 年は 15915 件、平成 21 年 14965 件、平成 22 年 16590 件で昨年より 1625 件増

加した。 

 

���� 

 

���� 

1. 工藤義弘 尾山純一 牧野直樹 西山保弘 矢守とも子 中園貴志 江崎智哉 岩松尚美 

綿貫茂喜 慢性心不全における全身血行動態の改善を目指した温泉療法に関する検討.大

分県理学療法学術誌 4: P 12-15 2011 

 

�� 

1. 西山保弘  

【関節リウマチ治療 新時代のリハビリテーション 変わるもの、変わらないもの】 RA

の新しい治療戦略におけるリハビリテーションの位置づけ物理療法 MEDICAL 

REHABILITATION 121 号 P 54-59 2010 

2. 西山保弘 

関節リウマチの炎症と障害をとらえたリハアプローチを考える リウマチの炎症と障害を

とらえたリハアプローチを考える 日本 RA のリハビリ研究会誌 24 号 P 52-54 2010 

3. 西山保弘 

物理療法と ROM 改善(解説)日本 RA のリハビリ研究会誌 24 号 P 30-32 2010 

 
�� 

1. 西山保弘 塩川左斗志  
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 平成 22 年（2010 年）4 月本多智賀の本院赴任にともない宇藤満昭が臨床検査技師と

して着任した。 

 当検査室は、病院の効率的経営に寄与するとともに、先進的検査法を開発できるよう

な組織に変貌することが求められている。経営効率の観点からは、非効率的検査項目の

外部委託への移行や試薬等の適正納入による経費節減に努めている。また、検査医学の

専門職として Nutritional support team や Infection control team の一員としての活

動も今後さらに発展させたい。 

 

���� 

 

���� 

1. Cytoplasmic and stromal expression of laminin γ 2 chain correlates with infiltrative invasion in 

ovarian mucinous neoplasms of gastro-intestinal type. 

Okuma E, Ohishi Y, Oda Y, Aishima S, Kurihara S, Nishimura I, Yasunaga M, Kobayashi H, Wake 

N, Tsuneyoshi M. 

Oncol Rep. 2010 Dec;24(6):1569-76. 

2. Expression and localization of E-cadherin and β-catenin in uterine carcinosarcoma. 

Nishimura I, Ohishi Y, Oda Y, Kishimoto J, Yasunaga M, Okuma E, Kobayashi H, Wake N, 

Tsuneyoshi M. 

Virchows Arch. 2011 Jan;458(1):85-94.  

3. Nuclear localization of E-cadherin but not beta-catenin in human ovarian granulosa cell tumours and 

normal ovarian follicles and ovarian stroma. 

Ohishi Y, Oda Y, Kurihara S, Kaku T, Kobayashi H, Wake N, Tsuneyoshi M. 

Histopathology, in press 
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1. 大石 善丈. 2010 

病理形態学キーワード 腹膜インプラント  

病理と臨床 臨時創刊号, 28, 260-261 
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1. 大石 善丈 (2010, 11/6-7) 
Case J5 Uterine tumor 

第 3 回日台 IAP スライドカンファレンス 

������������������ 

Rehabilitation of Chronic Diseases 
 

職員は、部長牧野直樹（兼任）、新助教に小柳雅孔，副技師長西山保弘、理学療法士

工藤義弘、理学療法士矢守とも子、作業療法士中園貴志、マッサージ師岡田玉樹であ

る。 

平成 23 年 4 月より理学療法士・有期契約職員岩松尚美、理学療法士・有期契約職員

江崎智哉の 2 名が新採用され、看護室より技能補佐員加藤みさ子が配置され計 10 名で

構成される。 

診療実績（1 月～12 月で計算している）については、平成 22 年の理学療法が 13675

件、作業療法が 2915 件、合計 16590 件の利用があった。平成 21 年の理学療法が 12376

件、作業療法が 2589 件、合計 14965 件の利用があった。 

年間総件数の推移は、平成 17 年 12947 件、平成 18 年 15774 件、平成 19 年 15485 件、

平成 20 年は 15915 件、平成 21 年 14965 件、平成 22 年 16590 件で昨年より 1625 件増

加した。 

 

���� 
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1. 工藤義弘 尾山純一 牧野直樹 西山保弘 矢守とも子 中園貴志 江崎智哉 岩松尚美 

綿貫茂喜 慢性心不全における全身血行動態の改善を目指した温泉療法に関する検討.大

分県理学療法学術誌 4: P 12-15 2011 

 

�� 

1. 西山保弘  

【関節リウマチ治療 新時代のリハビリテーション 変わるもの、変わらないもの】 RA

の新しい治療戦略におけるリハビリテーションの位置づけ物理療法 MEDICAL 

REHABILITATION 121 号 P 54-59 2010 

2. 西山保弘 

関節リウマチの炎症と障害をとらえたリハアプローチを考える リウマチの炎症と障害を

とらえたリハアプローチを考える 日本 RA のリハビリ研究会誌 24 号 P 52-54 2010 

3. 西山保弘 

物理療法と ROM 改善(解説)日本 RA のリハビリ研究会誌 24 号 P 30-32 2010 

 
�� 

1. 西山保弘 塩川左斗志  
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RA リハの実際と問題点 RA のリハ 2 次障害としての廃用症候群への対応 日本リウマ

チ学会総会・学術集会・国際リウマチシンポジウムプログラム 54 回・19 回  神戸 

2. 西山保弘 

関節リウマチの炎症と障害をとらえたリハアプローチを考える リウマチの炎症と障害を

とらえたリハアプローチを考える シンポジウム 第24回日本RAのリハビリ研究会 大

分 

3. 西山保弘 

物理療法と ROM 改善 シンポジウム 第 24 回日本 RA のリハビリ研究会 大分 

 

���� 

1. 工藤義弘  尾山純一 牧野直樹  西山保弘 矢守とも子 中園貴志 綿貫茂喜 

慢性心不全患者への温泉療法 第 74 回日本循環器学会学術集会 2010. 神戸 

2. 工藤義弘  尾山純一 牧野直樹  西山保弘 矢守とも子 中園貴志 綿貫茂喜 

温泉療法による心拍数・心胸比・平均血圧・自覚的症状・左室駆出率の変化 

第 12 回大分県理学療法学会  2010. 大分. 

3. 工藤義弘 尾山純一 牧野直樹  西山保弘 矢守とも子 中園貴志 綿貫茂喜温泉療法

が慢性心不全患者の脈波伝達速度(PWV)に及ぼす影響 第 45 回  日本理学療法学術集会 

2010. 岐阜. 

4. 工藤義弘   尾山純一 牧野直樹  西山保弘  矢守とも子 中園貴志 綿貫茂喜      

温泉療法が血清中インターロイキン-6（IL-6）に与える影響 第 75 回日本温泉気候物理医

学会総会・学術集会 2010 栃木. 

5. 西山保弘 工藤義弘  矢守とも子  中園貴志 

異なる水温落差が自律神経活動に与える影響 

第 45 回  日本理学療法学術集会 2010. 岐阜. 

6. 工藤義弘 尾山純一 牧野直樹  西山保弘 矢守とも子 中園貴志 江崎智哉 岩松尚

美 綿貫茂喜 

全身血行動態の改善を目指した温泉療法に関する研究 国立大学法人リハビリテーショ

ン学術大会 2010 愛媛 

7. 中園 貴志 西山 保弘 工藤 義弘 矢守 とも子 岡田 玉樹 岩松 尚美 江崎 智哉 

RA 患者の手関節安定性がピンチ力に与える影響 

第２回九州大学病院医療技術部学術集会 福岡 

 

 
 
 
第５４７回 平成２２年５月２１日（金） 

吉村 昭彦 

（慶応義塾大学医学部免疫微生物学教室 教授） 

「サイトカインによるＴ細胞分化と脳内炎症の制御」 

 

第５４８回 平成２２年６月４日（金） 

中村 祐輔 

（東京大学医科学研究所 ヒトゲノム解析センター長 国立がん研究センター 

研究所長） 

「がんペプチドワクチン療法の課題と展望」 

 

第５４９回 平成２２年６月２９日（火） 

鵜木 元香 

（理化学研究所 ゲノム医学研究センター） 

「 A novel epigenetic transcriptional regulation by UHRF1, which links histone 

modification and DNA methylation status」（Seminar in English） 

 

第５５０回 平成２２年６月３０日（水） 

横林 しほり 

（Friedrich Miescher Institute, Basel） 

「Epigenetic regulation of germ cells and early embryos by Polycomb group proteins」

（Seminar in English） 

 

第５５１回 平成２２年７月６日（火） 

木村 亮介 

（琉球大学亜熱帯島嶼科学超域研究推進機構 特命准教授） 

「ゲノム人類学―遺伝学と形態学の融合―」 

 

第５５２回 平成２２年７月１４日（水） 

田矢 洋一 

（シンガポール国立大学 Cancer Life Science研究所 所長） 

「核内と細胞膜周辺におけるｐ５３とＲｂ蛋白質の新機能」 




